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「文学のまち大津」
ブランディング事業について

令和８年６月市議会通常会議
生活産業常任委員会（報告事項）

令和８年６月２４日
市民部 文化振興課
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導入（背景と目的）

（１） 背景
• 令和６年大河ドラマ『光る君へ』の放送を契機に、大津の文学的魅力への注目が上昇している。

• 大津は『源氏物語』のほか、俳句・かるた・百人一首など、多彩な文学資源が存在し、今村翔吾氏や

宮島未奈氏などの現代作家も在住している。

• これらの資源は、市民の誇りや愛着の源であると同時に、観光・教育・まちづくりなど多方面への展

開が可能な大きなポテンシャルを秘めている。
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（２） 事業の概要

①ブランディング戦略の策定（今後５年間の推進方針を策定）

②イベントの企画・実施

③協議会の運営 （有識者等の意見を反映）

④ユネスコ創造都市ネットワーク加盟に向けた取組

⑤プロモーションの実施

（３） 目指す方向性

• 市民が「文学のまち大津」であることを身近に感じ、自らのまちに誇りと愛着を持てるようにする。

• 「文学のまち大津」の知名度と価値を向上させ、その先に2027年ユネスコ創造都市ネットワーク

（UCCN）文学分野への加盟を目指す。

令和７年度〜令和８年度にかけて、下記の５本柱で推進する
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ブランディング戦略

アンケート
調査

文学に関する
・関心
・ニーズ
・資源

文学資源
の掘り起こし

・再発見

・再評価

・情報発信

団体
ヒアリング調査
文学活動団体の

・課題

・ニーズ

・支援

イ ベ ン ト

・かるた体験教室

・俳句ワークショップ

・源氏物語講演会

・芭蕉の句碑巡り

・文学名所のガイドツアー

などを想定

プロモーション
・ロゴの作成

・ショート動画の公募

・文学資源観光マップの作成

・文学活動団体の情報発信

などを想定
・ＳＮＳの活用

ユネスコ創造都市ネットワークの加盟
行政の

リーダーシップ
（全市的な取組）

産学官の
連携・共創
（まちの活性化）

文学を通じた
国際貢献

（国際的なネットワーク）

文学と他分野
との連携

（音楽や食文化等との協働）

文学資源の
ブランド化

（社会的・経済的価値の創出）

中長期的な
ロードマップ

（計画的・継続的な取組）

文学のまちの取組により目指すべき姿（案）

多様な文学に親しむ
市民の増加

文学を通じたシビックプライドの醸成

「文学のまち大津」の
知名度・価値の向上

戦略をもとに、イベント、プロモーションを計画・実施

「文学のまち大津」の取組の全体像（イメージ）

3



LakeBiwa

令和７年度 令和８年度

ブランディン
グ戦略の策定

イベントの
企画・実施

協議会の運営

UCCN加盟に
向けた取組

プロモーショ
ンの実施

市民アンケート調査

随時 専門家に相談

戦略策定

戦略骨子案
作成

３月～７月

イベント
源氏物語

かるた関連など

９月～１０月

11/15湖都の葉マルシェ

第１回
協議会

第２回
協議会

第３回
協議会

3/30

第４回
協議会

１２月申請書提出予定

ロゴ制作

１１月

多様な媒体や機会を活用した魅力発信

新規加盟認定結果は
令和９年秋頃見込

12/6UCCN加盟のための
フォーラムを予定

スケジュール（令和７～８年度） （株）アルパック委託期間

協議会（実行委員会）によるイベントの実施

全体スケジュール
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10/3湖都の葉マルシェ

戦略素案
作成ヒアリング調査

８月～９月

7/17

策定予定

９月～12月
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令和７年度の取組（基礎調査）

（１）豊富な文学資源

• 「源氏物語」や「太平記」をはじめ、古代から現代まで多様な文学資源が存在
• 石山寺、延暦寺、三井寺などの歴史・文化遺産
• 近江八景、義仲寺、文学碑などのゆかりの地が市内各地に点在
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（２）多彩で継続的な市民活動

• 俳句、短歌、朗読、読み聞かせ等の活動が継続的に実施されている

（３）連携ネットワーク

• 成安造形大学、滋賀大学、龍谷大学との連携実績
• 海外姉妹都市との交流基盤を有する

（４）文学関連施設

• 図書館、生涯学習センター、北部地域文化センター、和邇文化センター
伝統芸能会館、歴史博物館など活動を支える施設が充実

市が豊富な文学資源と活動基盤を有していることを確認
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令和７年度の取組（現状把握）

（２）市民アンケート

• 対象3,000人へ郵送＋オンライン方式で実施（有効回収率：約40％）
• 今後の施策を検討するための基礎データとして整理。
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（１）文学関連団体のヒアリング

• 俳句団体、短歌団体、かるた関連団体、文芸サークル等へのヒアリングを実施。
• 各団体の取組みを可視化し、その成果を『広報おおつ』11月号からの１年間連載予定。

アンケート調査結果

• 石山寺や紫式部などの文学資源は高い認知度を有している
• 一方で、「文学のまち大津」の認知度は約３割にとどまる
• 文学や本と食・カフェのコラボなど体験型企画への関心が高い
• 創作活動やイベント参加経験がない人が約６割
• 多様な媒体や機会を活用した情報発信が求められている
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令和７年度の取組（既存取組の整理）

（１）市の取組

• 湖都の葉マルシェ
• 「かるたの聖地・大津」（競技かるたの聖地を発信）
• 源氏物語関連講座（源氏物語に関連した口座）
• 市民文芸誌「湖都の文学」
• 子どもの読書活動推進
• 学校夢づくりプロジェクト など
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（２）市民団体による取組

• 大津あきのた会
• 電車と青春21文字プロジェクト
• 大津市俳句連盟 など

（３）活動を支える基盤

• 図書館、公民館、生涯学習センター 等

市・市民団体等による活動状況を整理

文学に関する様々な
取組や活動が行われ
ている
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令和７年度の取組（機運醸成）

8

（１）「文学のまち大津」ロゴ完成

• イベントや広報物に使用し、ブランドの一体感を高める。
• 湖都の葉マルシェにおいてのぼり旗を掲出する。
• 市ＨＰに掲載するとともに、プレスリリースを行い、広く活用の周知を図る。

広報おおつ連載

イベントでの使用
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（２）湖都の葉マルシェの開催

主な内容
・文学作品のフリーマーケット
・大津の文学PRブース・出版社等ブース
・リサイクル本の譲渡会・移動図書館
・湖都の葉おはなし会・児童書の譲渡会
・青春21文字のメッセージ特別展示会
・トークイベント
（鷲尾龍華氏×今村翔吾氏） など

開催日時 令和7年11月15日（土）10時～15時

メイン：なぎさ公園おまつり広場・修景緑地
サテライト：丸屋町商店街周辺

会 場

推計３，５００人（目標3,000人）来場者
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実行委員会

• (一社)大津市商店街連盟
• (公社)びわ湖大津観光協会、
• ㈱まちづくり大津
• 大津市（商工労働政策課・文化振興課・図書館）

令和７年度の取組（機運醸成）

主な成果 ・来場者満足度 約96％
・市外・県外からの来場もあり
・作家・クリエイターの発表機会の創出
・「文学のまち大津」の認知向上につながった
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令和７年度の取組（機運醸成）

（３）かるたの聖地でかる体験

競技かるたの魅力を体験できる参加型イベントを開催
 日時：令和8年2月8日（日）
 場所：近江勧学館

（４）源氏物語から立ち上げる“湖都の言の葉”in 石山寺

紫式部ゆかりの石山寺で、山崎ナオコーラさんと鷲尾
龍華座主によるトークセッションや「源氏物語」読書
会、湖都の葉ミニマルシェを開催。
 日時：令和8年2月21日（土）
 場所：大本山 石山寺 明王院／拾翠園

（５）「文学のまち大津」意見交換会

「文学のまち大津」をテーマに、身近に感じていること
や、取り組んでみたいこと、これからの大津に期待する
ことなどについて、意見交換を行った
 日付：令和8年2月14日（土）
 場所：市民文化会館
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令和８年度の取組予定

（１）ブランディング戦略の策定
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（２）「文学のまち大津」の推進

• 湖都の葉マルシェ（R8.10.3（土）開催予定）

• 図書館と連携した「文学のまち大津」展示コーナーの設置

• 作家への支援

• 文学さんぽ

• その他、大津市民短歌・俳句大会の開催や湖都の文学の発刊

など市民が文学に親しむ機会を創出する

「文学のまち大津」の実現に向けて、戦略策定と実践的な取組を進める

（３）ＵＣＣＮ加盟申請

• 12月上旬にユネスコ創造都市ネットワーク加盟に向けたフォーラムを実施



LakeBiwa

「文学のまち大津」推進協議会について

【構成】（敬称略）

龍谷大学政策学部教授（学識経験者）只友 景士

成安造形大学 副学長 加藤 賢治

石山寺 座主 鷲尾 龍華

大津市文化連盟 理事(俳句) 七里 源一

電車と青春２１文字プロジェクト 代表 福井 美知子

（株）しがぎん経済文化センター 文化事業部プロデューサー 角間 利昭

（公社）びわ湖大津観光協会 副会長 金子 博美

（一社）ホンミライ 理事長 今村 翔吾
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【目的】
ブランディング戦略の策定にあたり、有識者や関係団体等から意見

を聴取するために設置

【開催状況】
・第１回 令和８年３月３０日 開催
・第２回 令和８年７月１７日 開催予定
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ブランディング戦略骨子案作成の流れ

第１回文学のまち大津推進協議会では、下記の部分を議論

 基礎調査
 アンケート調査結果
 既存取組の現状
 文学に関わる人の意見

現状分析

課題整理

目指すべきゴール

目指すべきゴール実現のための事業展開
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現状分析を踏まえた課題と目指す方向性（案）

・文学資源が十分に発掘・整理・公開されておらず、

それらを活用した機会が少ない

・市民が文学に日常的に触れる機会が不足している

・子どもや若者の文学への興味・関心を高めるため、

また、次世代の担い手を育むための機会が不足している

・文学に関連した市民・団体・大学等との連携が不足している

・国内外への魅力の発信力が弱い
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（１）主な課題を整理

・市民が文学資源に誇りを持ち、

生涯にわたって文学に親しめるまち大津

（２）目指すべき方向性（案）
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第１回「文学のまち大津」推進協議会における主な意見

（１） 文学資源の活用・見える化

• 点在する文学資源をつなぎ、「文学のまち大津」として分かりやすく
発信することが必要

• 市民が日常的に文学に触れられる環境づくりが重要
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（２）市民参加と次世代育成

• 市民が読むだけでなく、書く・伝えるなど主体的に参加できる仕組みが必要
• 子どもや若者が文学に関わる機会を増やすことが重要

（３）地域との連携

• 文学を通じた地域交流やコミュニティづくりを進めることが重要
• 図書館や既存施設を活用しながら活動の場を広げることが重要

（４）魅力発信

• 「文学」の持つ魅力を分かりやすく伝える工夫が必要
• 国内外への発信や交流を視野に入れた展開が期待される


